
（別添）  整理番号    H24 ― 18 

《 費 用 対 効 果 分 析 説 明 資 料 》 

事 業 名 ３・４・３号 中央町金矢線 道路改築事業 地区名等 三沢市 

【費用対効果の算定内容】 

１．費用対効果の算定根拠 

   算定の考え方は『公共事業評価の費用便益分析に関する技術基準』(平成20年6月国土交通省策定）による。また、具体的な

算定手法については、『費用便益分析マニュアル』（平成 20 年 11 月 国土交通省道路局都市・地域整備局）及び『道路事業にお

ける県独自の費用便益分析実施要綱』（平成22年3月 青森県 県土整備部 道路課）によった。 

   本マニュアルにおいては、社会的余剰を（Ｂ）とし、整備に係る総費用及び維持修繕費を現在価値に割り引いたものを（Ｃ）

として評価するものである。 

   再評価においては、技術指針の考え方により、「事業全体の投資効率性」と、再評価時点までに発生した既投資分のコストや

既発現便益を除いた「残事業の投資効率性」の両者による評価をするものとした。 

 

２．事業全体の投資効率性 

（１）道路整備に要する費用（便益を算出する事業延長 Ｌ＝ 1.564 ｋｍ） 

  ○Ｃ：総 費 用 ＝ 12,570百万円 

○総費用算出根拠 

    道路整備に要する費用から消費税及び用地取得に要する費用を除いたものに、供用後 50 年間の維持管理費を加えたものを

現在価値化したもの。             （単位：百万円） 

区 分 事業費① 用地費② 維持修繕費③ 総費用①－②＋③ 

費 用 10,324 669  295  9,950 

現在価値 12,540  87 117 12,570 

（２）道路整備における便益 

  ○Ｂ：総 便 益 ＝ 15,797百万円           Ｂ’：修正総便益 ＝ 23,079 百万円 

  ○総便益算出根拠 

道路整備によりもたらされる社会的余剰として、整備後50年間、各項目について整備がなかった場合の費用から整備があった場

合の費用を除いた額を便益として、それぞれ現在価値化したものの合計。        （単位：百万円） 

区 分 走行時間短縮① 走行経費減少② 交通事故減少③ 冬期便益④ 総費用①+②+③+④ 地域補正係数 修正総便益 

初年便益    623  134 27 110 894 ― ― 

現在価値 10,837 2,331 470   2,159 15,797 1.461 23,079 

 

３．残事業の投資効率性 

（１）道路整備に要する費用（便益を算出する事業延長 Ｌ＝ 0.602ｋｍ） 

   ○Ｃ1：総 費 用 ＝ 323 百万円 

○総費用算出根拠                             （単位：百万円）  

区 分 事業費① 用地費② 維持修繕費③ 総費用①-②＋③  

費 用 882 ― 295 1,177  

現在価値 832 ― 117  949  

（２）道路整備における便益 

  ○Ｂ1：総 便 益 ＝ 18,781 百万円          Ｂ’：修正総便益 ＝ 27,439 百万円 

  ○総便益算出根拠 

区 分 走行時間短縮① 走行経費減少② 交通事故減少③ 冬期便益④ 総費用①+②+③+④ 地域補正係数 修正総便益  

初年便益    623  134 27 110 894 ― ― 

現在価値 10,837 2,331 470 2,159 15,797 1.461 23,079 

 

【費用対効果分析の結果】 

(事業全体)     費用便益比     Ｂ／Ｃ（再々評価時点）＝  15,797  百万円／ 12,570  百万円 ＝  1.26 

修正費用便益比  Ｂ’／Ｃ（再々評価時点）＝  23,079  百万円／ 12,570  百万円 ＝  1.84 

 

(残事業）      費用便益比       Ｂ1／Ｃ1（再々評価時点）＝  15,797 百万円／    949  百万円 ＝ 16.65 

修正費用便益比 Ｂ1’／Ｃ1（再々評価時点）＝  23,079 百万円／    949  百万円 ＝ 24.32 
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□
・

□
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濁
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防
止
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急
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対

策
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ど
に

努
め
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。

表
土
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流

出
防

止
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土
砂

災
害

防
止

の
た

め
、
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解

け
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期
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護
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草
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。
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築
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４
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３
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き
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に
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め
る
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に
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を
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め
る
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め
る
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す
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に
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縦
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。

□
・
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・
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縦
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。
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備
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伴
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野
生

動
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の
繁

殖
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と
生

息
地
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移
動

空
間

の
分

断
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避
け

る
よ
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に

配
慮
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切

な
生

物
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確
保
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創

出
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め

る
。

野
生
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き
死

の
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止
の

た
め

、
そ

の
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環

境
の
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出

な
ど

に
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め
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。

表
土

や
植

物
を

他
地

域
へ

搬
出

す
る

場
合

は
、

搬
入

地
で

の
生

態
系

へ
の

影
響

に
十

分
配

慮
す

る
。

建
築

物
等

の
解

体
に

伴
う

建
設

廃
材

な
ど

は
で

き
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だ
け

リ
サ

イ
ク

ル
に

努
め

、
リ

サ
イ

ク
ル

で
き

な
い

廃
棄

物
は

適
正

に
処

理
す

る
。

道
路

等
の

整
備

に
当

た
っ

て
は

、
大

気
が

停
滞

し
や

す
い

地
域

な
ど

に
お

け
る

自
動

車
の

通
過

や
交

通
渋

滞
な

ど
に

伴
う

排
ガ

ス
の

多
量

発
生

の
防

止
と

、
排

ガ
ス

の
緩

和
や

浄
化

の
た

め
の

緑
地

帯
の

確
保

に
努

め
る

。

搬
入

す
る

土
砂

な
ど

に
含

ま
れ

る
土

壌
汚

染
物

質
の

有
無

を
確

認
す

る
な

ど
、

改
変

地
域

及
び

周
辺

地
域

の
地

下
水

や
土

壌
へ

の
影

響
の

防
止

に
努

め
る

。

側
溝

や
排

水
路

に
落

ち
た

野
生

動
物

が
は

い
上

が
れ

る
よ

う
な

側
壁

の
工

夫
に

努
め

る
。

地
形

改
変

等
に

伴
っ

て
発

生
す

る
抜

根
な

ど
は

適
正

に
処

理
す

る
。

道
路

な
ど

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
、

高
盛

土
や

高
架

等
に

よ
る

景
観

の
分

断
や

大
規

模
法

面
の

発
生

な
ど

を
で

き
る

だ
け

抑
え

、
適

切
な

緑
化

な
ど

に
よ

る
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。

□
・

□
・

□
・

■
（
２

）
基

礎
や

地
下

建
造

物
の

建
設

に
係

る
環

境
配

慮

■
・

地
下

埋
設

物
の

調
査

を
し

、
必

要
で

あ
れ

ば
移

設
す

る
。

□
・

□
・

□
・

■
（
４

）
高

層
建

築
物

・
大

規
模

施
設

等
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建
設

に
係

る
環

境
配

慮

□
・

基
礎

や
地

下
建

造
物

の
建

設
等

に
当

た
っ

て
は

、
計

画
地

及
び

周
辺

の
地

盤
条

件
を

十
分

に
調

査
し

、
水

道
、

電
気

、
ガ

ス
等

の
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
の

切
断

や
破

壊
の

未
然

防
止

に
努

め
る

。

道
路

な
ど

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
、

沿
道

に
お

け
る

景
観

資
源

や
眺

望
地

点
、

水
辺

や
海

浜
等

へ
の

進
入

空
間

の
確

保
に

努
め

る
と

と
も

に
、

電
線

類
の

地
中

化
や

適
切

な
緑

化
な

ど
に

配
慮

し
た

良
好

な
景

観
の

形
成

に
努

め
る

。

道
路

な
ど

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
、

夜
間

等
に

お
け

る
光

害
の

防
止

、
照

り
返

し
な

ど
の

防
止

に
配

慮
し

た
街

路
樹

の
設

置
や

沿
道

の
樹

木
、

緑
地

の
保

全
な

ど
に

努
め

る
。

高
架

道
路

な
ど

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
、

日
照

障
害

や
電

波
障

害
な

ど
の

防
止

に
努

め
る

。

え
、

適
切

な
緑

化
な

ど
に

よ
る

景
観

保
全

に
努

め
る

。

地
下

空
間

の
建

設
や

そ
の

利
用

に
当

た
っ

て
は

、
浸

水
や

地
盤

の
陥

没
な

ど
の

防
止

、
避

難
経

路
の

確
保

な
ど

に
努

め
る

。

大
規

模
な

基
礎

や
地

下
空

間
利

用
な

ど
の

地
下

建
造

物
の

建
設

に
当

た
っ

て
は

、
地

下
滞

水
層

の
分

断
防

止
や

排
水

な
ど

に
よ

る
周

辺
地

域
の

地
下

水
位

の
低

下
の

防
止

な
ど

に
努

め
る

。

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

の
地

下
に

埋
設

す
る

場
合

は
、

地
盤

の
振

動
や

沈
下

、
液

状
化

等
に

伴
う

ラ
イ

ン
の

分
断

な
ど

に
よ

る
災

害
の

未
然

防
止

に
努

め
る

。

計
画

地
内

や
周

辺
地

の
緑

地
保

全
や

緑
化

、
食

餌
植

物
の

植
栽

な
ど

に
配

慮
し

、
生

物
の

生
息

・
生

育
や

移
動

環
境

の
確

保
、

誘
導

な
ど

、
野

鳥
や

昆
虫

な
ど

の
身

近
な

生
物

と
の

ふ
れ

あ
い

の
場

の
確

保
と

創
出

に
努

め
る

。
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（
3
／

3
）

チ
ェ

ッ
ク

欄
環

　
境

　
配

　
慮

　
指

　
針

具
体

的
な

内
容

（
事

業
名

：
３

・
４

・
３

号
中

央
町

金
矢

線
）

□
・

□
・

□
・

□
・

□
・

□
・

■
・

橋
台

・
橋

脚
の

設
計

時
、

十
分

に
地

質
調

査
を

行
い

周
辺

の
環

境
に

影
響

を
お

よ
ば

さ
な

い
工

法
と

し
た

。
ま

た
施

工
際

し
て

は
、

振
動

等
に

十
分

配
慮

し
な

が
ら

行
っ

た
。

主
要

道
路

等
の

沿
線

で
の

大
規

模
な

建
造

物
の

建
設

に
よ

る
景

観
の

眺
望

の
遮

へ
い

防
止

に
努

め
る

。

地
域

の
景

観
を

形
成

す
る

自
然

環
境

資
源

が
計

画
地

内
や

計
画

地
に

隣
接

し
て

い
る

場
合

、
周

辺
地

か
ら

の
眺

望
の

確
保

に
努

め
、

建
造

物
な

ど
に

よ
る

視
覚

的
遮

へ
い

の
防

止
に

配
慮

す
る

と
と

も
に

、
文

化
財

な
ど

の
歴

史
的

・
文

化
的

資
源

か
ら

の
眺

望
や

景
観

の
保

全
に

配
慮

す
る

。

高
層

建
築

物
や

大
規

模
施

設
な

ど
の

建
設

に
伴

っ
て

発
生

す
る

、
い

わ
ゆ

る
ビ

ル
風

の
防

止
や

地
域

の
良

好
な

風
道

な
ど

の
保

全
に

努
め

る
。

高
層

建
築

物
の

建
設

に
伴

い
確

保
さ

れ
る

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

等
に

つ
い

て
は

、
周

辺
地

域
と

一
体

と
な

っ
た

自
然

環
境

の
保

全
と

緑
化

な
ど

に
努

め
、

緑
地

の
地

域
住

民
へ

の
開

放
や

地
域

の
自

然
環

境
の

向
上

に
配

慮
す

る
。

地
盤

が
軟

弱
な

場
所

で
は

、
盛

土
や

建
築

物
の

荷
重

な
ど

に
よ

る
地

盤
沈

下
へ

の
影

響
に

つ
い

て
十

分
配

慮
す

る
。

地
下

水
か

ん
養

域
で

の
建

設
に

当
た

っ
て

は
、

建
造

物
や

舗
装

等
に

よ
る

地
表

面
の

不
浸

透
域

化
に

十
分

配
慮

し
、

建
築

物
周

辺
で

の
適

切
な

雨
水

の
地

下
浸

透
緑

地
の

確
保

に
努

め
る

。

高
層

建
築

物
等

の
建

設
に

伴
う

日
照

障
害

や
電

波
障

害
な

ど
の

防
止

に
努

め
る

。
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[全体計画図]

三沢駅

中央町金矢線

L=1,564m  W=16.0m

米軍三沢基地 三沢空港ターミナル

アメリカ村

第２みちのく
有料道路

至 十和 田

至 七戸

至 八戸

至 国道 ３３８号

至 六ヶ所

小 松ヶ丘
ニュ ータウン

春日台十和田線
(市整備)

事業箇所

３・４・３号 中央町金矢線

位 置 図
三沢市役所

三沢市立病院
六戸町

１号トンネル L=150m ２号トンネル L=210m橋梁部 L=400m

三沢駅

古
牧
温
泉

至
八
戸

事業延長 Ｌ＝１，５６４ｍ

上部工 H23～H26

３・４・４号春日台十和田線

市事業 Ｈ２３～

Ｈ２Ｈ２３Ｈ２３３まで

起 点終 点
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40
0.
0m

40
0.
0m

Ｈ
２

３
ま

で

Ｈ
２

４
～

Ｈ
２

６

＊
Ｈ

２
３

主
桁

製
作

済

仮
称

：
三

沢
跨

線
橋

一
般

図

青 い 森 鉄 道
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３・４・３号   中央町金矢線

標 準 横 断 図(道路部)

16.00

1.00 1.003.00

8.004.00 4.00

←2.0% 2.0%→←2.0% 2.0%→

3.00

18000

16000

3500

18000

45
0
0

54
00

78
0
0

1
30
0

90
0

1
10

0

3500

20
00

3000

4000

3000

4000

17
0
0

ト ン ネ ル 標 準 断 面 図

10001000

2.0%

500

5
00

3
00

2.0%

4
70
0

54
0
0

70
02.0% 2.0%

1000

500

500

5
00

1000

500

20
0

(1号トンネル　L=150m : H22完成)

(2号トンネル　L=210m : H19完成)

S=1:100

1:
1.
0
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１
号

ト
ン

ネ
ル

（
入

口
）
付

近
終

点
側

橋
台

～
起

点
方

向

　
　

終
点

付
近

～
１

号
ト

ン
ネ

ル
（
出

口
）
方

向
1
号

ト
ン

ネ
ル

（
出

口
）
付

近

中
　

央
　

町
　

金
　

矢
　

線
　

（
１

）

１
号

ト
ン

ネ
ル

至
三

沢
駅

至
六

戸
町

七
戸

町

１
号

ト
ン

ネ
ル

２
号

ト
ン

ネ
ル

終
点

側
橋

台

（Ａ
１

）仮
称

：三
沢

跨
線

橋

至
終

点
至

起
点

至
終

点

１
号

ト
ン

ネ
ル

終
点
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２
号

ト
ン

ネ
ル

（
入

口
）
～

起
点

方
向

２
号

ト
ン

ネ
ル

入
口

付
近

　
　

２
号

ト
ン

ネ
ル

（
出

口
）
付

近
起

点
側

橋
台

～
終

点
方

向

中
　

央
　

町
　

金
　

矢
　

線
　

（
２

）

起
点

２
号

ト
ン

ネ
ル

至
起

点

２
号

ト
ン

ネ
ル

２
号

ト
ン

ネ
ル

至
終

点

Ａ
２

橋
台

１
号

ト
ン

ネ

仮
称

：三
沢

跨
線

橋
（
下

部

至
起

点

至
終

点
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